
PPP/PFI研修のご案内
～経験豊富な講師による実践的な講義を、全国各地で開催します！～

平 成 ３ ０ 年 度 官 民 連 携 事 業 の 推 進 の た め の 地 方 ブ ロ ッ ク プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

ブロック 開催日 時間 開催地 会場 定員

関東 7月23日（月） 10:00～17:00 宇都宮市
栃木県庁

(栃木県宇都宮市塙田1-1-20)
100名
程度

中部 7月24日（火） 10:00～17:00 名古屋市
名古屋合同庁舎第1号館11F共用大会議室

(愛知県名古屋市中区三の丸2-2-1)
80名
程度

近畿 7月26日（木） 10:00～17:00 和歌山市
和歌山県庁

（和歌山県和歌山市小松原通1-1）
70名
程度

中国 7月31日（火） 10:00～17:00 松江市
松江テルサ

（島根県松江市朝日町478-18）
100名
程度

九州・沖縄 8月3日（金） 10:00～17:00 熊本市
熊本県庁

（熊本県熊本市中央区水前寺6-18-1）
80名
程度

※ 変更する可能性があります。開催地・日時

【事務局・問合せ先】
《関係業務受託機関》 パシフィックコンサルタンツ㈱ （担当：羽野、齋藤、室井）、TEL：03-6777-3879、E-Mail：H30_blockPF@tk.pacific.co.jp
国土交通省 総合政策局 官民連携政策課（担当：柴田、留守、志賀）、TEL：03-5253-8981（内線：24226）、E-Mail：PPP_PFI@milt.go.jp

官民連携（PPP/PFI）による地域づくり（インフラの整備・維持管理、公的不動産の有効活用等）は、公
的部門の負担削減による財政健全化、公共サービスの質の向上、新たなビジネス機会の拡大による経済成長
等の多様な面で効果を発揮するものです。

公共施設等においては、厳しい財政状況の中で老朽化による更新や統廃合の必要性が強まっており、
PPP/PFIはどの地方公共団体でも有効な手段として今後広まっていくものと考えられます。一方で、民間事業
者のノウハウを活用することから従来とは異なる部分も多く、知識・ノウハウの不足により実施にあたってのハードル
が高く感じることもあるかと思われます。

この度、PPP/PFIに関する実践的な知識・ノウハウを習得する研修を全国5つのブロックで開催します。当日は
PPP/PFI事業の経験豊富な方々を講師としてお招きします。皆さま奮って参加ください！

対象者・参加費

カリキュラム

民間事業者、金融機関、地方公共団体等どなたでも参加可能です。参加費は無料です。

申込み方法

以下のURLにアクセスいただき、登録を行って下さい。申込み締切は各ブロックの開催
日の2週間前です。申込み者多数の場合、参加者を調整させていただくことがあります。

（URL：https://pro.form-mailer.jp/fms/46e41ec9147497）

※各科目１時間程度を予定しています。カリキュラムは変更する可能性があります。研修後に名刺交換会を予定しています。

講義 講師 概要

①PPP/PFIとは
国土交通省/
シンクタンク・コンサルタント等

PPP/PFIが求められる背景や国の取組等についての紹介。

②PPP/PFI事例 シンクタンク・コンサルタント等 各地域での事例や全国での優良事例等についての紹介。

③官民対話 シンクタンク・コンサルタント等
民間事業者から幅広く意見・アイデアを聞く官民対話の方法や、対話にあたっての公
平性の確保と提案者のインセンティブ等についての紹介。

④官民間のリスク分担 シンクタンク・コンサルタント等
PPP/PFI実施時に想定されるリスクの種類や、官民の分担方法・留意点等について
の紹介。

⑤VFMの算出 シンクタンク・コンサルタント等 PFIの実施を検討するにあたって必要なVFMの算出についての演習。

⑥意見交換 学識経験者等
自治体の個別事案やPPP/PFI実施にあたっての課題等について、参加者間での意
見交換。

全国で取り組まれている
PPP/PFIの優良事例を
知り、今後取り組む上
での参考にしたい！

VFMを自分で
算出できるようになり、

PFI実施の検討を
したい！

※研修に関する最新情報は、国土交通省のHPに随時掲載します。（URL：http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_tk1_000032.html)

【自治体の皆様へ】
講義の１つとして、自治体の皆様が検討されている個別案件をテーマに参加者間での意見交

換の開催を予定しています。皆様が検討されている事業に関して産官学金の当日の参加者から
助言・意見を得ることができます。
具体的ではなく検討中の案件でもかまいませんので、お気軽にお申込みください。

※案件についても、上記URLにアクセスいただき、登録を行ってください。

※当日の時間割や講師等、詳細なカリキュラムについては参加者に対して、別途ご連絡します。

https://pro.form-mailer.jp/fms/46e41ec9147497
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/kanminrenkei/sosei_kanminrenkei_tk1_000032.html



